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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本邦においても急増している加齢黄斑変性等の黄斑部脈絡膜新生血管病変に対し,手術による病巣直接
除去が試みられるようになった｡しかし,その理論的裏付けとなる術後の網膜色素上皮 (RPE),感覚網
膜の創傷治癒に関する基礎的データは極めて少ない｡その一因は,網膜創傷治癒のモデルの作成が困難な
ことにある｡
本研究は,家兎眼を用い,顕微鏡下に他部位に障害を与えずRPEを擦過 ･障害モデルを作成,その修
復過程をRPE除去部網膜切除群と網膜保存群の2群に分けて組織学的に比較 ･検討した｡両群において,
RPE擦過部の再被覆は,RPE擦過周囲の細胞移動により術後5日までに完了し,術後2週間でシート状
のRPEが再構築されるが,感覚網膜除去群では,再生RPEは重層化し,その分化形態が不均一である
のに対し,網膜の存在する群では,再生RPEは本来の単層構造を形成し,術後1ケ月までに正常RPE
と同様の微繊毛 ･色素を持ち,正常RPE-視細胞環境が再構築された｡
これらの結果より,家兎RPE障害 ･欠損部は,網膜の有無にかかわらず術後早期に再被覆されること,
また再被覆後のRPE分化は,感覚網膜との接触 ･接着により影響を受けていることが示唆された｡
以上の研究は,RPEの創傷治癒の解明に貢献し,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるも
のと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月4日実施の論文内容とそれに関する試問を受け,合格と認め
られたものである｡
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